
三
と
り
あ
げ
て
み
た
。

即
ち
、
大
唐
西
域
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
七
世
紀
初
頭
に
仏
教
の
残
っ
て
い
た
所
は
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
仏
教
大
学
を
除
い
て
は
、
西

北
イ
ン
ド
の
、
所
謂
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
と
、
東
南
イ
ン
ド
、
所
謂
ア
マ
ラ
・
ハ
テ
ィ
、
ナ
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
コ
ン
ダ
の
あ
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
、
ゴ

ダ
・
ハ
ァ
リ
ー
河
辺
と
西
イ
ン
ド
の
ボ
ン
ベ
イ
、
ブ
ロ
ー
チ
、
カ
リ
カ
ッ
ト
方
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
の
如
く
、
ロ
ー
マ
、
ア
ラ
ビ
ヤ
を

主
と
す
る
海
外
通
商
の
栄
え
た
所
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
接
点
で
あ
り
、
あ
と
の
二

つ
は
、
私
の
い
う
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
寄
港
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
に
仏
教
が
現
存
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
中
原
地
方
は
ひ
し
ひ

し
と
ヒ
ン
ズ
ー
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
西
域
記
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
要
す
る
に
仏
教
は
普
遍
を
求
め
て
成
立
し
、
従
っ
て
、
普
遍
の

仏
教
は
通
商
路
沿
い
に
栄
え
た
。
こ
れ
は
大
唐
西
域
記
や
現
存
す
る
イ
ン
ド
西
南
部
の
窟
院
が
、
昔
の
通
商
路
沿
い
に
存
在
し
、
又
そ

こ
に
残
さ
れ
た
寄
附
者
の
銘
文
か
ら
み
て
、
商
人
長
者
の
基
盤
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
推
量
さ
れ
よ
う
。
私
は
仏
教
学
会
報
や
棲
神
で
再

基
盤
を
求
め
行
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
通
商
と
い
う
普
遍
的
世
界
が
、
仏
教
の
普
遍
性
の
理
念
と
一
致
す
る
と
も
言
え
よ
う
し
、
逆
に
、
Ｍ
・
ウ
エ
ー
バ
の
言
う
「
イ

海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
仏
教

（
仏
教
と
そ
の
基
盤
）

高
橋
堯

昭
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私
は
こ
の
普
遍
を
求
め
て
、
広
が
り
行
く
仏
教
が
、
更
に
東
へ
の
び
て
行
く
、
そ
の
道
程
に
あ
る
ス
マ
ト
ラ
の
パ
レ
ン
バ
ン
即
ち
シ
ユ

リ
ヴ
イ
ジ
ャ
ヤ
の
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
の
仏
教
を
、
こ
の
通
商
路
の
上
に
於
て
考
え
て
行
き
た
い
。
然
し
、
こ
の
時
代
の
現
存
物
は
ジ
ャ

ワ
、
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
し
か
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
主
た
る
手
が
か
り
と
し
て
考
え
て
行
き
た
い
。

◇

私
の
俗
に
い
う
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
即
ち
支
那
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
へ
の
航
路
は
相
当
古
く
か
ら
開
発
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て

イ
ン
ド
人
も
相
当
早
く
か
ら
東
西
の
国
々
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
。

即
ち
、
記
録
に
よ
る
と
、
プ
ト
レ
ミ
ー
の
「
旨
冨
会
①
の
は
金
の
島
で
、
非
常
に
豊
沃
で
多
く
の
金
を
産
す
。
」
と
あ
る
か
ら
紀
元
前

後
「
ジ
ャ
・
ハ
が
平
行
で
、
豊
沃
楽
土
」
で
あ
る
こ
と
を
イ
ン
ド
人
は
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
航
路
に
の
っ
て
、
「
大
奏
即
ち
ロ
ー
マ
の

す
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
仏
教
は
先
述
の
如
く
、
通
商
路
沿
い
の
「
線
」
と
し
て
の
世
界
に
ひ
ろ
が
っ
て
行
き
、
「
巾
」
と
し
て
の
世
界
に
は
生
き
得
ら

れ
な
か
っ
た
。
更
に
仏
教
の
描
い
手
は
純
粋
の
イ
ン
ド
人
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
ま
外
人
、
所
謂
サ
ヵ
、
・
ハ
ル
タ
ィ
、
バ
ク
ト
リ
ヤ
等
の

商
人
長
者
に
措
わ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
言
い
す
ぎ
で
な
い
。
例
え
ば
、
サ
ン
チ
ー
や
西
南
海
岸
の
洞
窟
寺
院
の
銘
文
に
、
い
か
に
ヤ
バ

ー
ナ
が
多
い
か
。
又
ナ
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
コ
ン
ダ
の
仏
教
の
隆
盛
に
大
き
な
寄
与
を
な
し
た
イ
ク
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ク
朝
は
、
実
は
ウ
ジ
ャ
ニ
ー

の
仏
教
隆
硴
に
寄
与
し
た
サ
カ
王
朝
と
姻
戚
関
係
、
即
ち
ウ
ジ
ャ
ニ
ー
王
の
妹
が
こ
こ
に
嫁
し
て
仏
教
の
般
大
の
寄
与
者
と
な
っ
た
一
事

を
も
っ
て
し
て
も
、
仏
教
の
基
盤
が
ど
こ
に
あ
る
か
が
分
ろ
う
。
民
族
種
族
を
超
え
た
商
人
長
者
の
普
遍
性
が
、
仏
教
の
普
遍
性
と
合
一

あ
っ
た
ろ
う
。

だ
か
ら
、
〃

ン
ド
に
は
農
村
は
あ
る
が
都
市
が
な
い
」
と
い
う
「
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
」
の
イ
ン
ド
に
於
て
は
、
仏
教
よ
り
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
方
が
適
切
で

（“）



マ
ル
ク
ス
、
ア
ウ
レ
リ
ュ
ー
ス
、
ア
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス
皇
帝
の
使
者
が
支
那
に
来
て
い
る
」
（
後
漢
書
）
の
で
あ
る
。

◇

こ
の
通
商
の
航
路
は
、
岐
初
は
海
岸
沿
い
の
航
路
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
の
中
、
季
節
風
を
利
用
す
る
方
法
を
発
見
し
た
。
ま
づ
、
④

イ
ン
ド
か
ら
紅
海
へ
行
く
道
は
、
冬
季
は
水
吹
流
が
イ
ン
ド
半
島
の
先
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ヤ
の
方
へ
向
っ
て
い
る
。
や
が
て
春
か

ら
北
に
向
う
か
ら
ペ
ル
シ
ャ
湾
口
に
達
す
る
。
従
っ
て
、
春
の
メ
ッ
カ
の
祭
り
に
巡
礼
す
る
団
体
は
こ
れ
を
利
用
し
て
メ
ッ
カ
に
向
う
が

辛”
、

、霊。

祭
り
の
終
る
頃
に
、
水
吹
流
は
逆
に
な
り
、
所
謂
モ
ン
ス
ー
ン
海
流

に
の
っ
て
イ
ン
ド
に
帰
る
航
路
が
利
用
さ
れ
て
来
た
。
、
ベ
ン
ガ
ル

湾
も
イ
ン
ド
大
陸
北
部
が
冬
に
な
る
と
冷
え
て
高
気
圧
に
な
り
、
南

の
海
が
高
温
で
低
気
圧
に
な
る
為
北
東
風
が
吹
く
。
丁
度
セ
イ
ロ
ン

の
北
部
、
ア
ヌ
ル
ダ
プ
ラ
等
イ
ン
ド
本
土
と
は
逆
に
、
冬
に
雨
期
と

な
る
理
由
で
あ
る
。
夏
は
逆
風
と
な
る
。
⑤
こ
の
典
型
的
な
の
が
、

パ
レ
ン
バ
ン
即
ち
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
と
広
州
、
今
の
広
東
と
の
間

で
あ
る
。
冬
に
な
る
と
、
支
那
大
陸
に
強
力
な
高
気
圧
が
出
来
る
。

我
々
の
い
う
西
高
東
低
の
冬
型
笂
圧
配
置
だ
。
こ
の
高
気
圧
か
ら
ス

マ
ト
ラ
の
気
温
の
熱
い
低
気
圧
に
向
っ
て
季
節
風
が
強
く
吹
く
、
こ

こ
で
風
待
ち
を
し
て
い
た
商
船
が
一
斉
に
南
下
す
る
。
十
四
世
紀
の

イ
プ
ン
パ
ト
ー
タ
の
記
録
の
「
冬
に
な
る
と
広
州
の
港
に
一
隻
も
居
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な
く
な
る
」
理
由
で
あ
る
。
夏
は
逆
風
が
吹
き
、
。
ハ
レ
ン
・
ハ
ン
か
ら
真
直
ぐ
北
上
す
る
。
こ
の
一
番
の
難
所
が
風
の
な
い
マ
ラ
ッ
カ
海
峡

な
の
だ
。
法
顕
の
仏
国
記
に
。
一
百
人
乗
り
の
大
船
で
出
発
、
そ
の
船
は
海
難
に
応
じ
る
為
に
小
船
を
引
い
て
い
る
。
東
へ
二
日
航
行
し

て
嵐
に
会
い
、
船
に
水
が
入
り
出
す
。
小
船
に
避
難
し
よ
う
と
す
る
が
、
沢
山
の
人
が
来
て
沈
没
す
る
の
を
恐
れ
て
、
小
船
は
引
綱
を
切

っ
て
了
う
。
商
人
は
船
荷
を
海
中
に
捨
て
、
沈
没
さ
せ
ぬ
よ
う
に
す
る
。
法
顕
も
一
心
に
観
音
を
念
じ
、
嵐
は
十
三
昼
夜
続
い
て
、
や
つ

か
げ

と
島
の
辺
に
来
る
。
こ
の
辺
は
海
賊
多
く
、
つ
か
ま
れ
ば
必
ず
殺
さ
れ
る
．
…
・
」
と
。
又
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
も
五
ヶ
月
の
風
待
ち
の
間
に
、

城
を
作
っ
て
警
戒
を
し
た
等
、
大
き
な
危
険
を
か
け
て
航
海
し
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
そ
の
当
時
の
船
団
規
模
を
知
る
為
、
少
し
長
い
が
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
や
、
イ
ブ
ン
。
ハ
ト
ー
タ
の
こ
れ
に
関
し
た
部
分
を
写
し
て
み

る
。
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
は
「
大
汗
の
用
意
さ
せ
た
船
は
十
四
隻
、
い
づ
れ
も
四
本
マ
ス
ト
で
十
二
の
帆
を
張
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
中
に
は

二
百
五
十
人
乃
至
二
百
六
十
人
の
水
夫
の
乗
り
組
め
る
四
五
隻
も
あ
っ
た
。
船
に
は
大
汗
の
命
で
二
年
分
の
糧
食
が
積
み
こ
ま
れ
た
。
一

行
は
海
に
出
る
と
南
ジ
ャ
ワ
と
い
う
烏
に
つ
く
ま
で
約
三
ヶ
月
の
航
海
を
つ
づ
け
、
こ
の
島
を
は
な
れ
て
目
的
地
に
つ
く
ま
で
十
八
ヶ
月

一
行
は
イ
ン
ド
の
海
を
横
切
っ
て
進
ん
だ
。
出
帆
し
た
時
、
水
夫
を
除
い
て
六
百
人
は
確
実
に
乗
り
こ
ん
だ
の
に
最
後
に
生
き
の
こ
っ
た

の
は
十
八
人
で
あ
っ
た
。
…
…
」
又
イ
ブ
ン
。
ハ
ト
ー
タ
も
次
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
「
私
達
の
滞
在
し
て
い
た
カ
リ
ヵ
ッ
ト
（
イ
ン
ド

西
側
南
端
）
に
は
十
三
隻
の
シ
ナ
船
が
来
て
い
た
。
大
船
は
一
千
名
の
乗
員
（
水
夫
六
百
人
戦
士
四
百
人
）
、
各
船
は
「
半
分
」
「
三
分

の
こ
「
四
分
の
こ
の
三
隻
の
小
型
船
が
従
う
…
」
と
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
イ
ブ
ン
。
ハ
ト
ウ
ー
タ
か
ら
千
年
前
の
法
顕
当
時
の
様

子
に
似
て
い
る
か
ら
、
大
体
こ
の
よ
う
な
規
模
の
船
団
が
多
く
の
難
波
船
を
出
し
な
が
ら
航
海
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
又
こ
の
こ
と

は
義
浄
の
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
か
ら
み
て
も
分
ろ
う
。

。

（46）



難溌蕊蕊繊

、曹寺篭識

ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
の
彫
刻

…ゞーも、
‐麺'. ユ…厚

然
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
船
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
を
出

土
し
た
彫
刻
絵
画
か
ら
考
え
て
み
る
。
大
体
私
の
今
ま
で
見
て
来
た
彫
刻

絵
画
の
船
と
し
て
は
、

１
、
サ
ン
チ
ー
の
ス
ト
ウ
ー
パ
の
浮
彫
の
船
（
前
一
世
紀
）

２
、
イ
ン
ド
、
コ
マ
ン
デ
ル
海
岸
発
見
の
ア
ン
ド
ラ
コ
イ
ン
の
船
（
後

二
世
紀
）

３
、
ジ
ャ
ワ
、
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
の
仏
塔
の
船
（
後
八
世
紀
）

４
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
の
壁
画
の
船
（
後
五
世
紀
）

５
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
浮
彫
り
の
軍
船
（
十
三
世
紀
）

６
、
コ
ナ
ラ
ッ
ク
の
浮
彫
り
（
十
二
世
紀
）

で
、
こ
の
中
で
遠
洋
に
適
し
、
前
記
法
顕
、
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
等
の
資
料
に

合
う
も
の
は
、
こ
の
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
船
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
の
文
化
が
移
し
植
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
基
地
は
、
ス
マ
ト
ラ
の
パ
レ
ン
バ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド

の
カ
リ
ヵ
ッ
ト
、
ブ
ロ
ー
チ
等
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
外
股
近
の
研

究
で
は
ル
ラ
ー
、
ア
ラ
マ
ギ
ル
ブ
ー
ル
等
の
約
百
ケ
所
に
前
二
世
紀
か
ら

後
七
世
紀
に
わ
た
る
海
上
交
易
に
関
す
る
遺
跡
を
イ
ン
ド
考
古
局
で
発
見

（47）



し
て
．
い
る
か
ら
、
こ
の
海
上
交
易
の
発
達
の
さ
ま
が
推
鼓
さ
れ
よ
う
。

。

更
に
仏
典
に
も
、
海
外
交
易
を
示
し
た
も
の
が
多
い
が
、
私
は
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
に
限
っ
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
ジ

ャ
ー
タ
カ
と
は
仏
の
前
世
物
語
で
、
も
と
も
と
は
印
度
の
民
話
寓
話
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
仏
の
偉
大
さ
を
表
わ
す
た
め
仏
教
聖
典
と
し
て

奇
蹟
物
語
（
未
曾
有
法
）
、
警
験
、
因
縁
、
過
去
と
現
在
を
結
ぶ
話
の
原
因
を
説
明
す
る
話
が
出
来
た
。
そ
の
経
典
と
し
て
は
・
ハ
ー
リ
ー

中
部
一
二
三
、
漢
訳
中
阿
含
三
十
二
、
未
曾
有
法
経
が
出
来
た
。
こ
の
話
の
中
、
仏
の
前
世
物
語
に
限
定
さ
れ
た
も
の
が
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
と

い
う
。
こ
の
前
世
物
語
が
一
番
早
く
彫
刻
に
現
れ
た
の
が
・
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
彫
刻
で
大
体
ア
ソ
ヵ
王
の
直
後
、
前
三
世
紀
の
終
り
か
ら
前

一
世
紀
ま
で
に
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
経
典
と
し
て
の
成
立
は
そ
れ
以
前
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
然
も
こ
の
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
の
主
題
は
「
菩

薩
が
前
世
に
○
○
で
あ
っ
た
と
き
…
…
」
と
、
菩
薩
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
菩
薩
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
私
は
棲
神
四

十
号
に
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
鹿
野
園
出
土
の
釈
迦
菩
薩
像
に
諜
か
れ
て
い
る
。
即
ち
「
ボ
デ
ィ
ー
サ
ッ
ト
・
ハ
の
像
を
カ
ニ
シ
ヵ
王
の
三

年
（
後
一
三
○
年
）
に
建
立
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
下
限
と
し
て
こ
れ
以
前
の
も
の
と
考
え
て
い
い
。
又
こ
れ
は
漢
訳
経
史
上
か
ら
も

言
え
る
か
ら
、
こ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
入
れ
ら
れ
た
物
語
り
は
大
体
後
一
世
紀
か
ら
前
三
世
紀
後
半
ま
で
の
社
会
の
反
映
と
み
て
よ
い
と
思

う
。
故
に
、
こ
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
現
れ
た
海
外
交
易
を
考
え
て
見
る
の
も
興
味
あ
る
こ
と
と
思
う
。
南
伝
大
蔵
経
小
部
経
典
か
ら
こ
れ
を

う
。
故
に
、
こ
（

拾
っ
て
み
る
と
。

四
十
一
、
ロ
ー
サ
カ
長
老
本
生

「
船
は
海
上
を
一
週
間
航
行
し
て
、
七
日
目
に
海
の
真
中
で
難
破
…
・
・
・
竹
の
筏
に
の
っ
て
海
上
の
水
昌
宮
で
四
天
女
に
会
う
」

一
九
○
戒
徳
利
益
本
生
物
語

（“）



三
五
三
張
枝
本
生
物
語

「
海
上
で
難
破
船
に
逢
っ
た
人
の
よ
う
に
…
．
：
」

三
六
○
ス
ッ
ソ
ン
デ
ィ
ー
妃
本
生
物
語

「
・
ハ
ル
ー
カ
ッ
チ
ャ
の
船
に
の
っ
て
、
ス
ヴ
ァ
ン
ナ
ブ
ー
ミ
（
金
地
国
ス
マ
ト
ラ
）
に
行
っ
た
。
」

「
摩
喝
魚
が
船
を
こ
わ
し
、
サ
ガ
は
枝
の
上
に
臥
し
風
に
ま
か
せ
て
行
き
、
龍
島
な
る
金
翅
烏
の
棲
所
の
尼
拘
律
樹
の
側
に
つ
い
た
。
」

四
六
六
海
商
本
生
物
語

ろ
が
、
自
然
に
生
え
た
米
、

五
三
九
マ
ハ
ジ
ャ
ナ
カ
本
生

玉
…
…
。
」

一
九
六
雲
唾
雲
馬

し
は
じ
め
た
。
」

「
大
き
な
船
を
組
立
て
て
、
．
．
…
・
大
海
に
の
り
出
し
、
風
の
ま
に
ま
に
漂
い
な
が
ら
、
大
海
の
真
中
に
あ
る
島
に
辿
り
つ
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
自
然
に
生
え
た
米
、
甘
庶
、
芭
蕉
、
巷
羅
、
閻
浄
波
羅
蜜
、
椰
子
…
…
種
々
の
果
物
が
あ
っ
た
。
」

そ
の
他
、
こ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
な
話
の
商
主
シ
ン
ハ
王
本
生
、
亀
本
生
、
ミ
ッ
タ
ヴ
イ
ン
ダ
本
生
等
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
た
ま
た
ま
、

「
お
母
様
、
私
は
ス
ヴ
ア
ン
ナ
プ
ー
ミ
（
金
地
国
）
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
」
「
海
は
成
功
が
少
な
く
危
険
の
多
い
も
の
で
す
、
行

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
」
：
。
…
「
七
日
間
、
船
は
七
百
由
旬
を
走
っ
た
が
、
余
り
ひ
ど
く
は
し
っ
て
、
大
海
の
真
中
で
船
は
正
に
沈
没

「
仏
弟
子
が
一
人
の
富
裕
な
る
理
髪
人
と
同
乗
、
七
日
目
大
海
の
真
中
で
難
破
し
た
。
…
…
船
は
七
宝
で
満
た
さ
れ
、
三
本
の
櫛
は
青

「
錫
蘭
島
に
シ
リ
サ
・
ハ
ァ
ト
ウ
と
い
う
夜
叉
の
町
、
夜
叉
女
か
ら
五
百
の
商
人
が
天
馬
に
の
っ
て
救
わ
る
。
」

本
生
物
語
、
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仙
後
漢
書
巻
六
帝
紀
巻
二
六
、
南
蛮
列
伝
（
西
紀
後
一
三
一
年
）
に
「
後
漢
の
順
帝
、
永
建
六
年
、
葉
調
（
ジ
ャ
バ
島
西
端
）
な
る
王

、
『
ノ
○

蹟
の
生
還
と
み
て
よ
い
。

か
く
の
如
き
危
険
を
お
か
し
て
、
危
険
が
多
け
れ
ば
多
い
程
、
そ
の
利
益
は
莫
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
さ
ま
が
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
に
じ
み
出

て
い
る
。
こ
の
通
商
に
の
っ
て
文
化
が
西
へ
東
へ
交
流
さ
れ
て
行
っ
た
。

更
に
私
は
こ
の
各
地
に
散
在
出
土
す
る
支
那
の
陶
磁
器
の
分
布
状
況
、
又
時
代
区
分
か
ら
も
、
そ
の
時
代
時
代
の
通
商
の
多
寡
を
推
測

し
よ
う
と
思
う
が
、
こ
れ
は
こ
の
次
に
譲
り
た
い
。

。

然
ら
ば
、
古
文
沓
的
資
料
か
ら
、
こ
の
ジ
ャ
バ
、
ス
マ
ト
ラ
と
特
に
バ
レ
ン
・
ハ
ン
た
る
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
と
支
那
と
の
関
係
を
見
よ

あ
る
。

金
地
国
め
ざ
し
た
活
が
二
話
あ
る
か
ら
、
こ
の
経
典
成
立
当
時
の
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
と
の
交
渉
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
又
特
に

興
味
深
い
の
は
、
三
八
四
、
法
憧
本
生
（
ダ
ン
マ
ッ
ダ
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
タ
カ
」
に
「
迦
源
剛
に
住
ん
で
い
た
或
る
商
人
が
方
角
を
知
ら
せ

る
鴉
を
一
羽
捕
え
て
船
に
の
せ
、
倶
に
航
海
に
出
て
行
っ
た
…
…
。
」
こ
の
よ
う
な
方
角
を
知
ら
せ
る
烏
を
の
せ
て
航
海
す
る
の
は
旧
約

聖
書
の
冒
頭
に
出
て
来
る
ノ
ア
の
箱
船
の
中
の
有
名
な
話
で
、
西
ア
ジ
ヤ
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
、
東
西
通
商
に
よ
る
文
化
交
流
の
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
中
の
話
も
、
ほ
と
ん
ど
難
破
す
る
の
は
如
何
に
当
時
の
航
海
が
む
づ
か
し
か
っ
た
か
を
推
測
す
る
に
十
分
で

こ
れ
は
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
の
六
十
人
の
僧
中
多
く
が
、
航
海
の
中
に
沈
み
、
む
し
ろ
法
顕
、
玄
弊
、
義
浄
の
如
き
は
ほ
と
ん
ど
奇

（”）



「
後
九
七
一
年
広
州
に
交
易
の
役
所
が
設
侭
。
」

◎
○
○

切
宋
史
四
九
八
巻
真
宗
の
成
平
六
年
（
後
一
○
○
三
年
）
、
三
仏
斉
の
思
離
味
蝿
無
尼
仏
麻
調
華
王
は
二
人
の
使
節
を
支
那
に
送
る
。
正

使
李
加
排
、
副
使
無
陥
李
南
悲
は
王
の
長
寿
を
祈
っ
て
一
寺
を
建
て
た
。
そ
の
寺
号
と
鐘
を
求
め
た
の
で
支
那
よ
り
、
承
天
万
寿
の
銘

使
李
加
排
、
副
使
鉦
継

側
宋
史
四
八
九
巻

「
後
九
七
一
年

「
五
日
の
行
に
し
て
海
峡
に
至
る
。
蕃
人
は
之
を
質
（
海
峡
）
と
い
う
。
南
北
百
里
、
北
岸
は
即
ち
羅
越
国
。
（
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
の
南

○
○
．

端
平
城
天
王
の
笙
一
宝
子
真
如
親
王
蕊
去
の
地
）
南
岸
は
即
ち
仏
逝
国
な
り
。
仏
逝
国
の
東
は
水
行
四
、
五
日
に
し
て
阿
陵
国
に
至

る
。
南
中
州
の
般
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
又
西
は
峡
を
出
で
て
三
日
に
し
て
葛
々
僧
祇
国
に
至
る
。

艸
義
浄
の
南
海
寄
帰
内
法
伝
の
記
事
（
後
述
）

○
。
◎

伽
義
浄
の
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
巻
下
、
無
行
禅
師
の
条
、
「
広
州
よ
り
東
風
に
船
を
浮
べ
て
一
月
に
し
て
仏
逝
国
に
至
る
。
国
王
厚
く

礼
し
、
特
に
常
倫
と
異
る
。
後
に
王
の
船
に
乗
じ
て
十
五
日
を
へ
て
、
未
羅
燕
州
（
ス
マ
ト
ラ
中
部
ジ
ャ
ム
ビ
地
方
）
に
達
し
、
又
十

五
日
に
し
て
錫
茶
畑
（
ケ
ー
ダ
、
マ
ラ
イ
半
島
西
海
岸
赤
土
田
）
に
至
る
。
冬
末
に
至
り
、
船
を
転
じ
て
西
行
し
て
三
十
日
を
経
て
、

那
迦
鉢
檀
那
に
至
る
。
こ
こ
よ
り
海
に
浮
ぶ
こ
と
二
日
に
し
て
師
子
国
に
至
り
仏
牙
を
観
礼
す
、
と
」
当
時
の
地
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。

側
新
唐
書
下
、
南
蛮
伝
（
後
一

側
新
唐
書
（
三
三
下
地
理
誌
）
（
後
六

と
鐘
が
与
え
ら
れ
た
。

綬
を
う
ぐ
。

便
な
る
者
が
師
会
と
い
う
使
臣
を
支
那
の
朝
廷
へ
貢
献
す
。
師
会
は
漢
に
帰
属
す
る
葉
調
王
の
邑
君
に
任
ぜ
ら
る
。
そ
し
て
金
印
と
紫

七
○
’
六
七
三
）
に
来
貢
の
記
録
あ
り
。
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卿
真
宋
の
大
中
祥
符
元
年
（
後
一
○
○
八
年
）
思
離
麻
曝
皮
王
の
使
い
来
貢

側
宋
史
四
八
九
巻
そ
の
他
の
文
献
か
ら
、
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
が

神
宗
の
元
豊
年
間
（
後
一
○
七
八
’
八
五
年
）

神
宗
の
元
豊
年
間

己
破
三
仏
斉
、
拠
改
笹

た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

哲
宗
の
紹
聖
年
間
（
一
○
九
四
’
九
七
）

高
宗
紹
興
二
十
六
年
（
後
二
五
六
）

孝
宗
乾
道
八
年
（
後
二
七
二
年
）
に
来
貢
し
た
が
、
然
し
淳
恕
五
年
来
貢
を
禁
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ジ
ュ
リ
ヴ
イ
ジ
ャ
ャ
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
地
方
か
ら
支
那
へ
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
変
化
が
出
て
来

る
。
そ
れ
は
、
周
去
非
の
嶺
外
代
答
巻
二
（
後
二
七
八
年
）
に
来
貢
の
諸
国
の
名
が
出
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
１
、
大
食
（
ア
ラ
ビ

ヤ
）
２
、
闇
婆
３
、
三
仏
斉
と
順
位
が
変
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
よ
り
ジ
ャ
・
ハ
の
力
が
大
き
く

な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
更
に
特
筆
す
べ
き
は
明
誌
巻
三
二
四
巻
（
一
三
六
八
’
一
六
四
三
）
に
三
仏
斉
に
つ
い
て
、
「
時
爪
畦

己
破
三
仏
斉
、
拠
改
其
名
日
旧
港
、
三
仏
斉
遂
亡
」
と
あ
り
、
又
十
四
世
紀
の
旅
行
者
の
記
録
も
な
く
な
る
。
即
ち
こ
こ
に
通
商
が
た
え

◇

次
に
イ
ン
ド
と
の
交
渉
の
記
録
を
た
ど
っ
て
み
る
。

１
、
ラ
マ
ャ
ー
ナ
（
後
二
世
紀
）
に
ャ
・
ハ
ド
ウ
ィ
・
ハ
を
さ
が
し
た
と
こ
ろ
、
七
王
国
を
も
っ
て
飾
ら
れ
し
金
銀
の
島
に
し
て
．
．
…
・
」
と
記

元
豊
二
年
、

さ
れ
て
い
る
。

五
年
、
六
年

（”）



８
、
ラ
ィ
デ
ス
大
板
金

３
、
ア
ー
ル
ャ
・
ハ
タ
（
後
四
九
九
年
）
と
い
う
印
度
の
有
名
な
天
文
学
者
は
そ
の
著
ア
ル
・
ハ
ー
テ
イ
ャ
ム
の
中
で
「
太
陽
が
セ
イ
ロ
ン
を

の
ぼ
る
時
、
祝
福
さ
れ
た
島
は
日
没
で
、
ャ
・
ハ
の
端
で
は
正
午
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
の
境
で
は
真
夜
中
」
と
あ
る
か
ら
、
ジ
ャ
・
ハ
は
般
早

や
イ
ン
ド
人
に
と
っ
て
自
明
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

４
，
．
ハ
タ
ビ
ャ
を
貫
流
す
る
チ
、
リ
ウ
ン
川
の
支
流
、
チ
、
ア
ル
タ
川
の
上
流
デ
サ
、
チ
ャ
ン
ベ
ア
の
河
床
に
「
西
ジ
ャ
ワ
に
後
五
世
紀

ダ
ル
マ
国
と
い
う
イ
ン
ド
王
が
イ
ン
ド
系
の
王
国
を
作
っ
た
」
と
い
う
彫
文
出
土
。

５
、
南
ボ
ル
ネ
オ
の
ク
テ
ィ
領
サ
マ
リ
ン
ダ
附
近
か
ら
、
五
世
紀
の
日
附
の
あ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
碑
文
が
出
土
さ
れ
「
土
地
の
支
配

者
が
バ
ラ
モ
ン
教
に
領
地
を
与
う
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

６
，
．
ハ
レ
ン
・
ハ
ン
近
郊
の
プ
キ
ッ
ト
、
セ
グ
ン
タ
ン
グ
よ
り
仏
の
胴
体
が
出
土
し
、
ク
ロ
ム
博
士
は
ア
マ
ラ
・
ハ
ー
テ
ィ
派
の
影
響
で
シ
ユ

リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
以
前
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
れ
と
共
に
ム
シ
河
か
ら
等
身
の
観
音
像
が
出
土
、
そ
の
様
式
か
ら
み
て
、
後
七
世
紀
の
バ

ラ
・
ハ
ァ
王
国
の
芸
術
様
式
故
、
南
イ
ン
ド
と
の
深
い
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。

７
、
イ
ン
ド
ナ
ー
ラ
ン
ダ
刻
文
（
後
八
五
○
’
八
六
○
）

「
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
の
．
ハ
ラ
プ
ト
ラ
・
デ
ー
パ
の
依
頼
で
ナ
ー
ラ
ン
ダ
に
仏
教
精
舎
が
建
て
ら
れ
、
・
ハ
ー
ラ
王
朝
の
三
代
デ
ー
・
ハ
・
ハ

ー
ラ
王
が
精
舎
へ
数
村
を
寄
附
さ
れ
、
こ
の
刻
文
が
建
て
ら
れ
た
。
」

２
、
梁
高
僧
伝
巻
三
、
（
大
正
蔵
五
十
巻
三
四
○
頁
）
闘
賓
剛
（
カ
シ
ミ
ー
ル
）
の
求
那
敗
摩
（
三
六
七
’
四
三
こ
が
闇
婆
王
を
教
化

し
て
い
た
が
、
宋
の
文
帝
、
元
嘉
元
年
（
後
四
二
四
年
）
に
使
い
を
闇
婆
王
婆
多
加
に
送
り
、
招
待
す
、
求
那
敗
摩
竺
難
提
の
船
で
広

州
へ
行
く
。
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廻
、
ス
マ
ト
ラ
国
餌
３
ｍ
附
近
の
Ｆ
◎
ず
巨
弓
巨
画
か
ら
タ
ミ
ー
ル
語
で
書
い
た
後
一
○
八
八
年
に
当
る
日
附
の
あ
る
碑
文
や
。
ハ
タ
ン
ラ
ワ
ス
の

精
舎
よ
り
南
イ
ン
ド
系
の
菩
薩
像
出
土

咽
、
そ
の
他
、
タ
ン
ジ
ョ
ー
ル
刻
文
（
後
一
○
三
○
’
三
一
）

マ
ル
ー
寺
刻
文
（
後
一
○
二
四
’
二
五
）

ｕ
、
マ
ゲ
ラ
ン
碑
文
ム
ル
チ
ラ
ン
南
方
の
旦
画
畠
働
］
出
土
ふ
い
紀
鉦
李
至
七
）
に
「
南
印
か
ら
来
て
ジ
ャ
ワ
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
」

皿
、
一
○
二
五
年
に
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
に
海
軍
の
遠
征
隊
を
送
り
勝
利
を
得
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後
一
○
七
○
’
一
二
九
年
に

「
マ
ー
ラ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ョ
ッ
ト
ウ
ン
、
ガ
ウ
ル
マ
ン
王
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
王
は
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
統
に
屈
し
、
シ
ユ
リ
ヴ
イ
ジ
ャ

ャ
の
支
配
者
で
あ
る
カ
タ
ー
ハ
を
支
配
し
、
チ
ュ
ー
ラ
マ
ニ
ヴ
ィ
ル
マ
ン
の
子
で
、
こ
の
精
舎
の
所
在
地
は
南
イ
ン
ド
の
東
岸
、
ネ
ガ

パ
タ
ム
（
ｚ
農
凹
目
国
日
）
に
し
て
、
マ
ー
ラ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ョ
ッ
ト
ウ
ン
、
ガ
ヴ
ィ
ル
マ
ン
王
が
父
の
チ
ュ
ー
ラ
マ
ン
ヴ
ィ
ル
マ
ン
の
名

を
と
っ
て
名
付
け
、
ア
ー
ナ
ィ
マ
ン
ガ
ラ
ム
（
諺
己
凰
日
脚
目
的
巴
画
日
）
村
を
こ
れ
に
寄
附
し
た
。
は
じ
め
父
王
の
ラ
ー
ジ
ャ
ラ
ー
ジ
ャ

ー
世
の
二
十
一
年
（
後
一
○
○
六
年
）
頃
に
建
立
が
は
じ
め
ら
れ
一
村
を
寄
附
、
そ
の
死
後
子
の
王
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
。
」

と
イ
ン
ド
の
中
に
二
ヶ
所
も
精
舎
が
建
立
さ
れ
、
然
も
イ
ン
ド
の
王
が
こ
れ
に
村
々
を
寄
附
す
る
程
イ
ン
ド
と
の
関
係
は
深
く
、
又
仏
教

も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
ろ
う
。
然
も
イ
ン
ド
以
上
に
仏
教
が
磯
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は

９
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
主
僧
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
（
十
一
世
紀
）
が
こ
の
地
を
学
習
の
た
め
に
訪
れ
、
法
称
の
下
に
学
ん
で
い
る
事
実
で
あ
る
。

両
国
が
復
交
通
商
す
る
。

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
チ
ョ
ー
ラ
国
が
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以
上
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
南
イ
ン
ド
の
文
化
が
こ
こ
に
流
出
し
て
行
っ
た
こ
と
が
分
る
。
特
に
干
潟
教
授
は
こ
の
よ
う
に

南
イ
ン
ド
か
ら
多
く
の
も
の
が
、
ス
マ
ト
ラ
ジ
ャ
バ
方
面
に
移
っ
た
の
は
カ
ー
チ
プ
ラ
ン
を
中
心
と
す
る
．
ハ
ラ
ヴ
ア
王
国
の
興
亡
と
深
い

関
係
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
い
わ
ば
イ
ン
ド
の
延
長
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
密
接
の
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
分
ろ
う
。

こ
の
中
心
は
勿
論
シ
ユ
リ
ヴ
イ
ジ
ャ
ャ
で
あ
る
。

。

然
ら
ば
、
こ
の
地
に
仏
教
は
如
何
な
る
形
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
又
こ
れ
は
一
体
何
年
頃
か
ら
何
年
頃
ま
で
で
あ
ろ
う
か
、

１
、
法
顕
が
四
一
四
年
セ
イ
ロ
ン
か
ら
支
那
へ
帰
る
路
に
、
耶
婆
提
に
よ
る
、
然
し
外
道
バ
ラ
モ
ン
磯
ん
に
し
て
仏
法
言
う
に
足
ら
ず
と

い
っ
て
い
る
が
、
然
し
こ
れ
と
矛
盾
す
る
資
料
と
し
て

２
、
前
述
の
求
那
敗
摩
が
こ
こ
に
い
て
四
二
四
年
に
支
那
か
ら
招
待
さ
れ
て
広
州
へ
行
っ
た
こ
と
か
ら
仏
教
は
最
早
や
現
存
し
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
先
述
の
南
イ
ン
ド
か
ら
の
移
住
者
に
よ
っ
て
最
早
や
現
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３
、
宋
諜
巻
九
七
、
劉
宋
の
元
嘉
十
二
年
（
四
三
五
年
）
に
支
那
に
細
責
し
た
そ
の
上
表
文
に
仏
教
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
す
で

に
仏
教
が
こ
の
地
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

４
、
。
ハ
レ
ン
・
ハ
ン
の
西
北
五
粁
、
タ
ラ
ン
ト
ウ
オ
（
目
巴
画
己
瞬
弓
口
君
。
）
出
土
の
刻
文
で
六
八
四
年
に
相
当
す
る
記
録
あ
り
、
「
シ
ュ
リ

ー
ク
ー
シ
ェ
ー
ト
ラ
と
い
う
放
生
園
を
設
け
、
王
の
他
の
子
等
と
共
に
一
切
有
情
の
利
益
に
供
え
ん
…
…
。
」
こ
れ
は
明
ら
か
に
大
乗

仏
教
の
思
想
で
あ
る
故
、
当
時
大
乗
仏
教
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

５
、
義
浄
が
こ
れ
と
同
じ
年
六
八
三
年
に
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
に
来
て
い
た
が
（
義
浄
は
六
七
一
’
二
、
六
八
五
’
七
、
六
八
九
’
九
二

三
回
滞
留
）
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「
南
海
諸
州
に
は
十
数
国
あ
り
、
純
ら
根
本
有
部
な
り
。
正
雄
は
時
に
欽
ば
る
。
近
日
己
米
、
少
し
く
余
の
こ
と
を
兼
ぬ
、
小
州
あ
り

て
…
．
：
斯
れ
乃
ち
威
仏
法
を
遵
び
、
多
く
は
こ
れ
小
乗
な
り
、
末
羅
瀧
に
少
し
大
乗
あ
る
の
み
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
比
し
て
大
乗
も

現
存
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
特
に
大
乗
が
大
き
な
力
を
も
っ
て
く
る
の
は

６
、
密
教
の
継
承
者
不
空
三
蔵
が
師
金
剛
智
三
蔵
に
七
一
八
年
に
こ
こ
で
会
い
、
密
教
の
勉
学
を
し
て
支
那
に
伝
え
た
こ
と
か
ら
分
る
。

７
、
又
大
乗
と
し
て
リ
ゴ
オ
厚
肩
ｏ
周
刻
文
Ｉ
マ
レ
ー
半
島
の
・
ハ
ン
ド
ン
湾
の
近
く
に
一
大
寺
院
が
あ
り
そ
の
彫
文
の
七
七
五
年
に
当
る

シ
ャ
カ
紀
元
あ
り
、
そ
れ
に
梵
語
の
偶
「
三
つ
の
塔
を
建
て
る
」
と
あ
る
。

８
、
中
部
ジ
ャ
ワ
、
カ
ラ
サ
ン
碑
文
サ
カ
紀
元
七
○
○
年
（
後
七
七
八
年
）
に
当
る
梵
文
二
一
ヶ
、
出
土
、
即
ち
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
に

属
す
る
マ
ハ
ラ
ー
ジ
ャ
、
・
ハ
ン
チ
・
ハ
ナ
、
ナ
ム
カ
ラ
ナ
、
タ
ー
ラ
女
神
に
寺
院
を
奉
納
す
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
大
乗
で
あ
る
。

９
、
ケ
ル
ラ
ク
得
堅
固
目
ご
出
土
、
サ
カ
紀
元
七
○
四
（
Ａ
Ｄ
七
四
二
年
）
「
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
統
、
ダ
ラ
ニ
ー
ン
ド
ラ
王
、
ク
マ
ー

ラ
ゴ
ー
シ
ャ
と
い
う
師
僧
の
た
め
に
文
珠
像
を
造
立
し
た
。

、
、
前
出
ナ
ー
ラ
ン
ダ
刻
文
、
仏
教
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
故
に
イ
ン
ド
に
勉
学
の
学
生
の
為
に
精
舎
を
作
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
又
ラ

イ
デ
ン
大
板
金
の
如
く
、
南
イ
ン
ド
の
ネ
ガ
・
ハ
タ
ム
に
も
精
舎
を
作
っ
た
の
も
こ
れ
と
同
じ
意
図
で
あ
っ
た
。

ｕ
、
・
ハ
レ
ン
バ
ン
か
ら
遠
か
ら
ぬ
屍
＠
日
の
凰
口
駒
河
か
ら
立
派
な
釈
迦
、
観
音
菩
薩
の
像
、
又
弥
勒
菩
薩
の
像
、
こ
れ
ら
は
中
央
ジ
ャ
・
ハ
の

皿
、
ブ
キ
ッ
ト
、
セ
リ
ン
タ
ン
ク
の
丘
か
ら
花
冠
を
つ
け
た
釈
迦
像
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ス
マ
ト
ラ
独
自
の
仏
教
の
ス
マ
ト
ラ
化

が
進
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
こ
れ
は
ジ
ャ
・
ハ
の
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
崩
壊
後
ひ
と
り
さ
か
え
た
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
王

朝
の
仏
教
か
ら
い
っ
て
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

も
の
（
八
’
十
世
紀
）
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喝
、
マ
デ
ィ
リ
ン
グ
の
シ
マ
ナ
ガ
ム
・
ハ
ッ
ト
の
練
瓦
作
り
の
遺
跡
で
浮
彫
り
の
あ
る
数
ヶ
の
石
、
カ
ー
ラ
（
冨
旨
）
の
頭
部
は
八
、
九
世

紀
の
中
央
ジ
ャ
バ
様
式
、
又
。
ハ
レ
ン
・
ハ
ン
西
方
の
ラ
マ
タ
ン
グ
Ｐ
ｍ
ｇ
冒
筒
侭
）
河
附
近
で
中
央
ジ
ャ
・
ハ
時
代
の
シ
バ
の
彫
刻
出
土
、

皿
、
パ
タ
ン
（
。
且
色
目
瞬
固
騨
言
四
画
）
州
の
（
の
ロ
ョ
ロ
瞬
弓
冒
鼠
）
地
方
の
国
胃
鼻
で
シ
ャ
カ
紀
元
九
四
六
年
（
他
一
○
二
四
年
）
の
日

付
で
あ
る
青
銅
の
群
像
が
一
つ
発
見
、
「
両
側
に
ゞ
厨
＆
、
を
従
え
た
四
本
の
腕
の
観
音
、
こ
れ
は
世
間
天
神
Ｐ
Ｃ
冨
己
蟹
冨
）
を
形

ど
っ
た
も
の
、
そ
れ
に
、
国
樹
彊
と
い
う
作
者
の
名
前
と
古
い
マ
ラ
イ
語
で
香
い
た
大
乗
的
な
回
向
文
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
全
体

の
様
式
と
碑
文
は
ジ
ャ
バ
的
で
あ
る
が
、
ス
マ
ト
ラ
で
作
ら
れ
た
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
十
一
世
紀
頃
、
か
か
れ
た
ネ
パ
ー
ル

人
の
手
記
で
、
当
時
ス
マ
ト
ラ
で
ロ
ー
カ
ナ
ー
タ
が
崇
拝
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

咽
、
パ
ダ
ン
ハ
リ
州
の
。
ハ
ダ
ン
ハ
リ
河
の
左
岸
命
ロ
自
彊
一
厚
”
ご
碩
晩
四
ｓ
附
近
で
発
見
さ
れ
た
ケ
ル
タ
ナ
ガ
ラ
王
の
不
空
羅
索
菩
薩
像
、

そ
の
台
座
に
ジ
ャ
ワ
で
用
い
た
カ
ワ
ィ
文
字
と
マ
ヒ
語
の
綴
が
記
さ
れ
て
居
り
、

「
シ
ャ
ヵ
紀
元
一
二
○
八
（
後
一
二
八
六
年
）
に
ケ
ル
タ
ナ
ガ
ラ
王
が
四
人
の
僧
侶
に
命
じ
て
、
不
空
頴
索
観
音
の
像
を
王
子
ヴ
イ

ス
・
ハ
ル
－
。
ハ
（
ぐ
置
く
昌
号
巴
の
賜
物
と
し
て
ジ
ャ
ワ
か
ら
ス
マ
ト
ラ
に
将
来
し
、
パ
ダ
ン
ハ
リ
：
．
…
に
建
立
せ
し
め
た
」
と
の
勅
願

ス
バ
ル
ー
パ

文
が
出
土
し
た
。

以
上
見
る
と
最
初
は
後
述
の
メ
ン
ド
ウ
ー
ッ
の
如
く
グ
プ
タ
様
式
、
更
に
ナ
ー
ラ
ン
ダ
や
。
ハ
ー
ラ
仏
等
が
変
っ
た
南
イ
ン
ド
的
で
あ
っ

た
。
然
し
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
よ
り
ジ
ャ
ワ
の
方
が
力
を
も
っ
て
来
る
と
ジ
ャ
ワ
化
が
進
ん
だ
こ
と
は
そ
の
出
土
の
仏
か
ら
分
る
。
然
し

更
に
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
ま
で
、
そ
の
勢
力
下
に
治
め
そ
の
影
響
下
に
成
立
さ
せ
た
サ
イ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
も
九
世
紀
初
頭
マ
タ
ラ
ー
ム
の

バ
リ
ト
ウ
ラ
王
の
為
に
駆
逐
さ
れ
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
を
主
都
と
す
る
ス
マ
ト
ラ
だ
け
の
王
朝
に
な
り
、
更
に
貿
易
に
支
え
ら
れ
て
、
猶

数
百
年
隆
盛
を
保
つ
と
こ
の
ジ
ャ
・
ハ
様
式
か
ら
段
々
ス
マ
ト
ラ
化
が
進
ん
で
行
く
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
記
の
資
料
か
ら
う
か
が
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然
し
て
、
そ
の
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
の
仏
教
の
隆
朧
を
示
す
も
の
と
し
て

趙
汝
造
の
「
諸
蕃
誌
」
（
皿
一
一
三
五
）
に
「
三
仏
斉
は
真
臘
（
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
）
と
闇
婆
の
間
に
あ
り
十
五
州
を
管
し
、
泉
州
の
正
南

に
あ
り
．
：
…
仏
あ
り
、
金
銀
山
と
名
付
く
、
仏
像
は
金
を
以
て
鋳
し
、
国
王
立
つ
毎
に
先
づ
金
型
を
鋳
し
て
以
て
躯
に
代
う
。
金
を
用
い

て
器
皿
と
為
す
、
仏
に
供
す
る
に
甚
だ
厳
な
り
、
そ
の
金
像
器
皿
は
各
々
誌
を
鋪
み
て
、
後
人
に
殿
っ
こ
と
勿
き
を
示
す
。
国
人
の
も
し

病
劇
し
き
も
の
あ
ら
ば
銀
を
も
っ
て
、
そ
の
身
の
重
さ
の
如
く
し
、
国
の
窮
乏
に
施
す
も
の
亦
、
死
を
緩
む
べ
し
」
と
仏
教
の
盛
ん
な
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
仏
教
の
朧
ん
な
さ
ま
も
、
こ
の
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
の
衰
滅
と
共
に
ほ
ろ
び
て
了
っ
た
。
然
し
特
兼
す
べ
き
は

こ
の
サ
イ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
の
勢
力
下
に
も
う
一
つ
の
重
大
な
遺
跡
が
あ
る
。
勿
論
こ
れ
が
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な

い
。
こ
の
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
の
遺
跡
の
分
容
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
時
代
の
仏
教
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
分
ろ
う
。

◇

ジ
ャ
ワ
中
部
南
海
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
、
メ
ピ
ラ
の
活
火
山
の
麓
に
西
紀
七
百
年
代
、
約
百
年
近
く
続
い
て
建
て
ら
れ
た
大
遺
跡

が
災
総
督
ラ
ッ
フ
ル
卿
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
椰
子
の
茂
る
平
原
か
ら
ぬ
き
出
た
小
高
い
丘
の
上
に
黒
い
安
山
岩
を
積
み
上
げ
た
、
一

辺
百
十
米
余
の
方
形
檀
を
五
段
に
積
み
上
げ
、
そ
の
上
に
円
形
檀
を
三
段
、
全
体
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
積
み
上
げ
、
そ
の
三
段
の
円
檀
上

に
は
七
十
二
の
髄
目
の
よ
う
に
中
に
み
え
る
珍
し
い
ス
ト
ゥ
ー
・
ハ
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
仏
像
が
外
か
ら
見
ら
れ
る
。
最
高
檀
の
中
央
に

は
大
き
な
鐘
形
を
し
た
大
ス
ト
ウ
ー
パ
が
作
ら
れ
て
い
る
。
然
し
そ
の
後
、
こ
の
石
積
み
の
重
圧
に
た
え
か
ね
た
か
、
そ
の
崩
壊
か
ら
防

ぐ
た
め
に
、
基
檀
の
外
に
相
当
殿
の
石
積
み
の
檀
が
作
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
東
門
の
入
口
に
立
つ
時
、
第
一
檀
の
外
側
や
第
二
檀
の
外
側
そ
の
他
に
仏
菩
薩
像
が
多
く
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
第
二
回
廊
に
の

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（”）



ぼ
る
と
東
門
か
ら
右
ま
わ
り
に
ま
わ
っ
て
、
一
ま
わ
り
大
方
広
荘
厳
経
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
乗
の
立
場
か
ら
の
仏
伝
で
、
実
に

丹
念
に
経
文
の
順
序
そ
の
ま
ま
に
彫
．
わ
れ
、
そ
の
下
部
は
釈
尊
の
前
世
物
語
、
即
ち
ヂ
ャ
ー
タ
カ
が
、
こ
れ
は
こ
こ
だ
け
に
止
ら
ず
、
対

応
壁
、
第
三
回
廊
対
応
壁
に
も
彫
ら
れ
て
い
る
。
然
し
て
第
三
回
廊
主
壁
、
第
四
回
廊
主
壁
及
対
応
壁
、
第
五
回
廊
の
対
応
壁
に
は
華
厳

経
の
入
法
界
品
即
ち
普
財
童
子
が
五
十
三
人
を
尋
ね
て
法
を
求
め
る
、
そ
の
さ
ま
を
大
体
経
文
の
順
を
追
っ
て
彫
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
更

に
、
こ
の
第
五
回
廊
の
主
壁
面
は
華
厳
経
入
法
界
品
の
結
末
の
普
賢
行
願
讃
の
普
賢
の
徳
を
こ
ま
か
に
表
わ
し
、
そ
の
徳
を
た
た
え
て
い

る
。
然
し
て
、
今
は
崩
壊
除
け
の
土
止
め
役
の
石
積
み
の
下
に
な
っ
て
、
ほ
ん
の
一
部
を
残
し
て
壁
画
は
う
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

普
因
善
果
、
悪
因
悪
果
の
地
獄
極
楽
の
彫
り
も
の
、
即
ち
「
分
別
善
悪
報
応
経
」
が
彫
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
要
す
る
に
基
檀
に
彫
ら
れ
た
菩
因
善
果
、
悪
因
悪
果
の
物
語
に
よ
っ
て
、
人
の
世
の
生
の
い
と
な
み
と
、
そ
の
業
の
強
さ
恐
し

さ
を
痛
感
し
た
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
の
信
者
は
、
は
る
か
に
高
く
仰
ぐ
仏
菩
薩
の
崇
高
な
世
界
を
お
が
み
、
渇
仰
の
心
を
お
こ
す
、
そ
し
て

東
門
か
ら
上
っ
て
第
二
回
廊
に
天
上
界
の
菩
薩
が
慈
悲
の
た
め
に
、
や
が
て
地
上
に
降
下
し
て
釈
尊
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
の
修
業
を
重
ね

て
、
遂
に
悟
り
に
至
る
、
そ
し
て
法
輪
を
転
じ
人
々
の
昔
を
除
か
ん
と
す
る
。
そ
の
方
広
荘
厳
経
の
仏
伝
に
目
を
輝
か
せ
、
第
二
周
目
に

下
部
の
彫
刻
と
、
そ
し
て
第
三
周
目
に
対
応
壁
の
そ
れ
に
釈
尊
と
な
る
前
世
の
極
々
の
普
根
功
徳
に
自
ｂ
の
修
業
の
き
び
し
さ
を
悟
り
、

或
は
王
と
な
り
、
或
は
動
物
と
な
っ
た
時
の
善
根
が
仏
の
僻
り
と
い
う
結
果
を
生
む
こ
と
を
極
々
の
因
縁
瞥
嚥
に
よ
っ
て
味
わ
い
、
悟
り

へ
の
契
機
と
な
る
を
知
る
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
鹿
野
園
の
転
法
輪
に
続
く
も
の
と
し
て
、
仏
が
祇
園
精
舎
で
文
珠
、
普
賢
以
下
五
百
の
菩

薩
に
説
法
す
る
場
か
ら
、
華
厳
経
の
入
法
界
品
の
第
三
回
廊
主
壁
の
物
語
が
は
じ
ま
る
。
そ
し
て
人
々
は
善
財
童
子
と
共
に
、
同
じ
身
と

な
っ
て
善
知
識
を
求
め
て
求
道
の
旅
を
続
け
る
。
こ
の
階
を
対
応
壁
と
も
こ
巡
し
て
、
又
第
四
回
廊
を
も
二
巡
し
て
、
肢
後
に
弥
勒
、
文

珠
、
普
賢
に
法
を
求
め
て
究
極
の
境
地
に
入
り
、
第
五
回
廊
で
普
賢
の
徳
を
た
た
え
る
普
賢
行
願
讃
を
最
後
に
悟
り
の
道
の
ひ
ら
か
れ
た
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こ
と
を
讃
歎
す
る
。
そ
し
て
干
潟
博
士
の
い
う
「
三
層
の
円
檀
に
見
聞
生
、
解
行
生
、
証
人
生
の
三
生
成
仏
を
体
現
し
て
、
中
央
塔
に
至

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
央
の
塔
は
自
性
法
身
、
円
檀
上
の
三
層
は
自
受
用
法
身
、
第
五
層
は
他
受
用
法
身
、
第
四
層

以
下
は
変
化
法
身
、
基
檀
は
等
流
法
身
、
こ
れ
ら
は
向
上
修
証
面
の
み
で
な
く
、
本
覚
向
下
面
を
表
わ
し
て
い
る
。
」
即
ち
、
基
檀
か
ら

一
歩
一
歩
自
ら
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
法
身
自
体
が
自
ら
を
松
回
さ
せ
、
最
底
の
所
ま
で
応
身
し
て
、
そ
の
境
涯
に
お
り
立
ち
、
そ
れ

と
共
に
な
や
み
、
手
を
と
り
合
っ
て
救
い
出
す
。
上
求
菩
薩
即
下
化
衆
生
、
住
相
即
遠
相
の
普
賢
行
、
仏
教
の
究
極
を
こ
れ
自
体
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
岐
上
檀
の
仏
が
降
魔
成
道
の
仏
で
、
次
の
三
円
檀
上
の
七
十
二
の
仏
が
転
法
輪
の
仏
な
る
が
故
に
、
単
に
向
上
面
の
み
で

な
く
悟
っ
た
仏
が
逆
に
降
下
説
法
し
て
行
く
さ
ま
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
更
に
仏
龍
中
の
仏
は
夫
々
が
方
向
に
よ
っ
て
印
相
を
異

に
し
、
東
方
宝
憧
如
来
、
阿
閤
如
来
、
南
方
宝
生
如
来
、
西
方
阿
弥
陀
如
来
、
北
方
不
空
成
就
如
来
、
東
南
隔
普
賢
菩
薩
、
西
南
隔
文
珠

菩
薩
、
西
北
隔
観
音
菩
薩
、
東
北
隅
弥
勒
菩
薩
で
先
述
の
三
段
の
円
檀
上
の
七
十
二
仏
は
転
法
輪
仏
、
最
頂
の
大
覆
蓋
の
中
に
降
魔
成
道

の
釈
迦
仏
を
中
心
と
す
る
大
曼
茶
羅
、
仏
教
の
仏
身
観
、
世
界
観
を
如
実
に
現
わ
し
た
史
上
鮫
大
の
仏
跡
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
乗
仏
教
の

精
華
を
燦
と
し
て
こ
こ
に
現
わ
し
て
い
る
。
然
も
こ
の
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
は
単
一
な
も
の
で
な
く
、
メ
ン
ド
ウ
ー
ッ
の
グ
プ
タ
の
伝
統
を

も
つ
立
派
な
阿
弥
陀
、
観
音
、
勢
至
の
弥
陀
三
尊
と
、
。
ハ
ウ
ン
の
守
謹
神
堂
を
合
せ
た
よ
り
高
度
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
考
え
合

せ
る
と
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
期
の
仏
教
が
如
何
に
澗
度
な
も
の
で
あ
り
、
大
乗
の
精
華
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
か
く
て
法

顕
期
の
小
乗
か
ら
す
ぐ
大
乗
へ
、
特
に
南
イ
ン
ド
か
ら
の
華
厳
更
に
は
密
教
へ
と
そ
の
勢
は
一
時
は
ナ
ー
ラ
ン
ダ
を
し
の
ぐ
も
の
で
あ
っ

然
し
こ
の
仏
教
も
、
や
が
て
、
仏
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
が
流
入
し
た
そ
の
同
じ
コ
ー
ス
を
通
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
流
入
し
た
回
教
に
よ
っ

て
遂
に
無
に
帰
す
の
で
あ
る
。
十
四
、
五
世
紀
以
来
の
回
教
の
破
壊
は
物
凄
く
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
破
壊
し
去
っ
た
。
然
し
こ
の
ボ
ロ
ブ
ド

た
。

（“）



ウ
ー
ル
の
み
奥
地
で
あ
っ
た
為
か
、
ね
む
り
つ
づ
け
て
、
今
日
に
当
時
の
さ
ま
を
我
々
に
示
し
て
い
る
の
は
せ
め
て
も
の
な
ぐ
さ
め
で
あ

こ
の
よ
う
に
、
シ
ユ
リ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
を
中
心
と
し
た
ス
マ
ト
ラ
、
ジ
ャ
ワ
の
イ
ン
ド
と
支
那
と
の
交
渉
の
歩
み
と
そ
し
て
仏
教
の
遺
物

を
求
め
て
来
た
が
、
結
局
通
商
の
あ
る
時
期
だ
け
仏
教
が
栄
え
、
先
述
の
周
去
非
の
嶺
外
代
答
巻
二
か
ら
み
て
も
三
仏
斉
の
シ
ユ
リ
ヴ
イ

ジ
ャ
ャ
が
お
と
ろ
え
は
じ
め
、
明
法
巻
三
二
四
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
滅
亡
し
、
他
国
と
交
渉
を
も
た
な
く
な
る
と
仏
教
は
又
滅

亡
す
る
こ
と
が
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
普
遍
を
求
め
て
成
立
し
た
仏
教
が
普
遍
を
求
め
る
商
人
に
よ
っ
て
は
こ

ば
れ
栄
え
、
そ
の
経
済
的
消
長
と
共
に
消
え
ゆ
く
は
今
ま
で
私
の
イ
ン
ド
か
ら
み
て
き
た
事
実
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

○

仏
教
の
基
盤
は
イ
ン
ド
以
来
商
人
で
あ
る
こ
と
は
度
々
の
べ
て
き
た
。
一
方
民
衆
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
で
あ
る
。
こ
れ
は
マ
ッ
ク
ス
、
ウ

エ
ー
・
ハ
ー
の
い
う
宗
教
の
二
元
性
、
即
ち
イ
ン
ド
で
は
社
会
の
上
部
は
仏
教
、
下
部
ヒ
ン
ズ
ー
、
支
那
で
は
上
部
は
仏
教
、
下
部
儒
教
、

日
本
で
は
上
部
仏
教
、
下
部
神
道
等
の
二
元
性
に
仏
教
の
位
侭
特
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
仏
教
は
文
化
、
哲
学
と
か
彫
刻
芸
術

け
ん
ら
ん

に
は
絢
燗
た
る
華
を
さ
か
せ
た
が
、
イ
ン
テ
リ
の
弱
さ
、
中
産
階
級
の
流
動
性
の
た
め
に
一
瞬
に
ふ
き
と
ん
で
了
う
弱
さ
を
内
蔵
し
て
い

た
。
こ
れ
は
ジ
ャ
・
ハ
で
も
例
外
で
は
な
い
。
即
ち
、
こ
の
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
と
は
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
二
十
哩

に
ブ
ラ
ン
バ
ナ
ン
と
い
う
荘
大
な
ヒ
ン
ズ
ー
の
寺
院
が
そ
れ
で
あ
る
。

ち
ん
も
く

こ
れ
は
九
世
紀
に
仏
教
に
対
抗
し
て
、
デ
ィ
エ
ン
高
原
の
文
化
以
来
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
時
代
に
沈
黙
し
て
い
た
民
衆
の
宗
教
で
あ
る

ヒ
ン
ズ
ー
教
が
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
建
設
直
後
に
こ
こ
に
復
興
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
が
ほ
ろ
び
る
一
つ
の
原
因
は
民
衆
が
、
こ
の
仏
教
寺
院
を
作
る
重
圧
に
反
抗
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

ヂ
（
》
。
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八
貸
料
Ｖ

ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
刊
行
会
闇
婆
仏
跡
ポ
ロ
プ
ド
ー
ル

が
、
恰
も
イ
ン
ド
に
回
教
侵
入
の
中
で
依
然
こ
れ
に
た
え
な
が
ら
ヒ
ン
ズ
ー
の
信
仰
を
失
わ
な
か
っ
た
イ
ン
ド
民
衆
の
た
く
ま
し
さ
に
比

す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
ヒ
ン
ズ
ー
の
た
く
ま
し
さ
は
仏
教
に
は
な
い
。
回
教
来
ら
ば
逃
げ
去
り
行
く
融
通
性
が
、
又
仏
教
の
本
質
的

に
内
在
す
る
弱
さ
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
か
の
中
共
軍
の
チ
ベ
ッ
ト
侵
入
に
、
ま
つ
さ
き
に
逃
げ
出
し
た
の
は
商
人
、
地
主
、
仏
教
僧
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
言
え
よ
う
、
商
人
に
よ
っ
て
栄
え
、
支
え
ら
れ
た
仏
教
は
又
、
そ
の
基
盤
の
崩
壊
に
よ
っ
て
無
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
又
仏
教
の
信
仰
、
教
儀
の
融
通
性
に
も
言
い
う
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
八
世
紀
頃
か
ら
出
は
じ
め
た
密
教
、
特
に
十
一
、

二
世
紀
の
仏
教
般
後
の
あ
が
き
と
も
言
い
得
る
．
ハ
ー
ラ
仏
教
は
、
ほ
と
ん
ど
ヒ
ン
ズ
ー
化
し
て
い
た
事
実
。
又
ジ
ャ
ワ
で
ケ
ル
ラ
ク
の

彫
文
に
「
西
紀
七
八
二
年
に
当
る
年
に
、
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
の
タ
ラ
ニ
ー
ン
ド
王
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
ク
マ
ラ
ゴ
ー
ジ
ャ
と
い
う
師

僧
に
よ
っ
て
文
珠
師
利
菩
薩
を
作
る
。
こ
の
文
珠
師
利
菩
薩
は
印
度
教
の
三
位
一
体
の
神
々
と
の
一
致
、
仏
教
と
シ
・
ハ
教
と
の
融
合
を
示

し
、
仏
陀
と
シ
・
ハ
が
最
高
実
在
の
異
る
表
現
と
し
て
同
一
神
殿
に
祀
ら
れ
る
。
」
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
仏
教
は
最
早
八

世
紀
ボ
ロ
ブ
ド
ウ
ー
ル
の
仏
教
全
朧
時
代
に
そ
の
袈
で
岐
早
ヒ
ン
ズ
ー
教
と
融
合
す
る
教
儀
を
生
み
出
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
融

合
の
度
合
を
深
め
千
三
百
年
代
に
は
融
合
・
混
合
の
極
を
き
わ
め
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
ヒ
ン
ズ
ー
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
行
く
原
因
と

な
る
。
そ
し
て
一
四
四
七
’
五
一
マ
ジ
パ
ィ
ト
王
朝
が
み
だ
れ
、
こ
れ
に
イ
ス
ラ
ム
の
侵
入
侵
略
が
続
く
と
仏
教
は
無
に
帰
し
、
一
方
ヒ

ン
ズ
ー
は
・
ハ
リ
ー
に
の
が
れ
て
現
代
に
ま
で
そ
の
生
命
を
長
ら
え
て
い
る
。
否
ジ
ャ
ワ
本
土
で
も
表
面
は
回
教
と
い
う
も
の
の
、
そ
の
底

に
は
ヒ
ン
ズ
ー
的
生
活
、
文
化
が
依
然
と
し
て
支
配
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
。
こ
こ
に
仏
教
の
本
質
と
宿
命
を
も
う
一
度
考

う
ぺ
き
時
が
来
て
い
る
。
歴
史
を
鑑
と
し
て
。
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法
顕
法
顕
伝
（
仏
国
記
）
大
正
、
大
蔵
経

義
浄
南
海
寄
帰
内
法
伝
〃

全
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
〃

南
伝
大
蔵
経
小
部
経
典
。
華
厳
経
。
大
方
広
荘
厳
経
。

宇
野
円
空
ス
マ
ト
ラ
の
仏
教
避
跡
（
仏
教
学
の
諸
問
題
）

木
村
日
紀
爪
畦
ス
マ
ト
ラ
の
サ
ィ
レ
ン
ド
ラ
王
朝
と
そ
の
仏
教
（
海
外
仏
教
事
情
七
の
四
）

仏
教
芸
術
弱
特
集
東
南
ア
ジ
ヤ
の
美
術

東
イ
ン
ド
仏
教
文
化
台
湾
総
督
府
外
事
部

○
四
醇
口
戸
下
汽
口
鈩

趙
汝
這
諸
蕃
志
の
英
釈

佐
和
隆
研
密
教
の
美
術
そ
の
他

ア
ン
ド
レ
フ
ー
シ
エ
仏
教
美
術
の
研
究

ク
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ

山
本
智
教
イ
ン
ド
及
び
東
南
ア
ジ
ヤ
の
美
術
史

干
潟
博
士
ポ
ロ
プ
ド
ー
ル
（
英
文
）

千
原
大
五
郎
仏
跡
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル

高
田
修
イ
ン
ド
南
海
の
仏
教
美
術

三
杉
隆
敏
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
求
め
て

世
界
歴
史
シ
リ
ー
ズ
イ
ン
ド
文
化
圏

逸
見
梅
栄
仏
像
の
形
式
及
礼
拝
像
の
形
式

そ
の
他
多
数

（63）


